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青年期女性のこころの健康と人格発達也)
一一チャム形成，母への愛着，そして原因帰属の影響一一
大久保純一郎
近年の青年によくみられるこころの問題や精神障害のなかに，病理的水準はそう深くはない
が，人搭形成の未熟がめだち，カウンセリングなどの治察的関わりが効果をあらわしにくい事
例が増加している。境界性人格撞害などがその典型であるが，いわゆる「不登校jなどの退避
性の問題行動や，心身症，強迫性嘩害等のさまざまな問題において同様の傾向が見られる。こ
のような事例の治療においては，伝統的な塁療モデルが通吊しにくく，むしろ人格の未熟な側
面を育て，発達を支援するという[発達モデルJが必要となってくる。そこで，梧神医学 (Sul-
livan， 1953)や精神分析学 (Erickson，1956)を中心として，人格発達とこころの問題に関
する研究が進められてきた。発達心理学の領域でも，これらの理論にもとづいた実証的研究が
進められている。
本研究は，これらの実証的研究のひとつとして，人格発達の様相が青年期女性のこころの問
題に及認す影響を検討するものである。こころの問題には，さまざまなものが考えちれるが，
より一般的な問題をとらえるために本研究では全般的なストレス反応の水準について検討し
たc また，青年期女性の詞で摂食瞳害が増加している(野上・門馬・鎌田， 1987)ことをふ
まえ，摂食障害額向についても検討したc
Sullivan (1953)は，小学高学年前後の時期を前青年期 (preadolescence) とし，特定の
向性同年齢の友人 (chum) を求めるようになり，その chum形成が社会化の始ま与であると
主張している。長尾 (1997)は， chum形成と，青年期になってからの自我発達の危機につ
いて検討し前青年期女子の chumの有禁は，“青年期の自我発達上の危機に強く影響を及ぼ
す"ことを見いだした。
Eri】王son(1956)によると，児童期後期の人格発達の課題は“勤勉性 (industry)"の獲得
であるっその時期の子どもは，“忍耐によって仕事を完成する喜び" (Erikson， 1956)や，う
まくやり遂げるプライドを得たいと顕うようになる。このような遂行や技能の修得への努力
は，子どもに「自分はできるんだj という肯定的な自己概念を形成することを助ける(中西，
1995)。勤勉性を獲得するには， r自分はうまく行動することができるjという“自己効力惑
(self-efficacy) "や， r偶然や他の入の力ではなくて，自分の行動によって問題が解決できるj
といった内的“原因帰属(causal-attriもution)"が重要な条件となる。本研究では，原因需
属のあり方と，青年期のこころの問題について検討する。
皆川 (1988)は，摂食葎害の治療論において，“母親と鎮の対立"について理解する必要が
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あると述べている。また，杉村(1998)は，青年期女性の自己同一性の獲得について検討す
るなかで，女性の自己同~t生の形成において， f也者，特に母親などの身近な他者との関係が重
要な役割を果たすと述べている c そこで 本研究では，前青年期における母親への肯定的/否
定的感情が青年期のこころの問題とどのように関係するのか検討したc
以上に示した， chum形成，原国場属，母への感情は，前青年期において重要な課題となる
が，その後も青年期を通して，人格発達の大きな課題となり，こころの問題にも影響を及ぼす
と考えられる。本研究では，女子短期大学生の現在のストレス反応と摂食産害傾向をチェック
リストによって測定したっさらに，前青年期，青年前期，青年中期，現在のそれぞれの時期に
おける chum形成，京国培属，母への感情を測定した(現在弘外は回顧法(retorospective 
method) を吊いた)03つの課題の発達的変fヒを検討するとともに，それちの様相が現時点の
こころの問題にどのように影響するかを検討した。
方法
被験者
心理学を受講する女子定期大学 1昌生 116名に，賀関紙調査を実施した。
質関紙
全般的ストレス反応:ストレス反応の制度として ストレス・チェックリスト (SCL;
桂， 1989) を用いたりこの質問紙は，全般的なストレス反応、を灘定するもので， 30項目から
なる c “ハイ"か“イイヱ"のどちらを答える 2件法の質問紙で，“ハイ"と答えた項目の数
が得点となるもので，本訴究ではそれを SCL得点とした。
摂食障害傾向:Eating Attitude Test-26 (EAT; Gamer， Olmsted， Bohr， and Garfinkel， 
1982)の日本語版(馬場・坪井， 1993) を用いた c この質問紙は，摂食糧害患者に特徴的な
食行動の偏りの頻度を測定するもので，摂食障害のスクリーニングとしても弔いられる。 26
項呂からなる 6件法の質問紙であり，本実験では全項目による得点を EAT得点とした。
chum形成:Mannarino (1976)の chumchecklistの日本語販(長尾， 1997) を参考に
し，小学生から短期大学生まで共通して実施できるように項百を修正し， 10項自のチェック
リストを作成した(表 1)。質問項吾に該当する友人が入る場合を 1点とし，いない場合を 0
点として得点化した。これを chum得点としたc
内的原因掃麗:原因帰嵩の様式として， Rotter (1966 )の Locusof Control (LOC) を測
定したc 鎌原・樋口・清水 (1982)の Locusof Contro尺度を参考にし， 41芋法の質問が8
項目からなる実関紙を作成した(表 1)0項目番号2，4，6が長転項目で，得点の高い方が内的
LOCが強いと解釈できる c
母親への惑清:母親の肯定的/否定的感清を測定する 6項目の質問からなる質問紙を作成
した(表 1Lそれぞれの項目は 4件法で，費問番号 1，3， 5が畏転項Eで，得点の高い方が，
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表1Chumchecklist，母親への感情のチェックリスト，そして票昌信麗のチェックワストの項目
番号 質罰項目 反転項吾 (R)
Chumchecklist 
a-l 自分の家に来て泊まる友だちがいた。
a-2 朝，し、っしょに登校する友だちがいた。
a-3 勉強が遅れたら助けてあげたい友だちがいた。
a-4 ドッヂポールやソフトボールなどいっしょに遊べる友だちがしミた。
(中学生以上では， Iスポーツなどしていっしょに……Jに変更した)
a-5 異性のことをお互いに話す友だちがいた。
a-6 自分とほとんど好みがいっしょの友だちがいた。
a-7 お互いの裁のことを話せる友だちがいた。
a-8 誰にもいえない秘密をおたがいに知っている友だちがいた。
a-9 いっしょにピデオを見たり ファミコンをする友だちがいた。
(中学生以上では， iいっしょに映画を昆たり，ショッピングをしたりする……jに変更したO
a-凶悪いことをしていたら そのことが悪いことだと指摘したい友だちがいた。
母親への感需のチェックリスト
b-l 結局は母は，立のことを理解して援立ちしてくれないと患ったo
b-2 私は，母のような女性になりたいと患った。
b-3 母の考え方は古くて，私にはついていくことが出来ないと思ったo
b-4 母辻私のことをもっともよく理解してくれる人であると思った。
b-5 母の女性としての生き方は立にはどうしても好きになれないと思ったo
b-6 母が困ったり悲しい患いをしているとき私は助けてあげたいと思ったO
原因婦属のチェックリスト
c-l 自分は努力すれば， りっぱな人聞になれると思っていた。
c-2 自分の人生は，運命によって決められていると患っていたo
c-3 話せば，だれにでもわかってもらえると患っていた。
c-4 自分が努力するかどうかと，自分の或功はあまり関係者いと患っていた。
c-5 幸福になるか，不幸になるかは，自分の努力しだいであると患っていた。
c-6 どんなに努力しでも，友人の本当の気持ちはわからないと思っていた。
母親への肯定的感憎が高いと解釈できる。
手続き
R 
R 
R 
R 
茸
豆
被験者には，心理学に関する授業の課題として，質悟紙に答えてもらった。 SCLとEAT
は，現在の状態を答えてもらった。 chum形成，内的原虫帰屠，母親への感情については. 1) 
小学5年生の填， 2)中学2年生の頃， 3)高校2年生の頃の自分を思い出して，それぞれの
質問に蓄えてもらった。さらに 4)現在の自分についても答えてもらった。
結果
表2に各尺度の平均値と諜準嬬差を示したc
全般的ストレス反応
SCL得点は，通常 11点以上で“本格的ストレス状態への移行期ぺ 21点以上で“要注意状
態"といわれるが，かなり多くの学生がストレス状態にあると思われる(菌 1)0SCLは全般
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的なストレス反応を測定するが，簡便なだけに測定精度は高くないと思われるつしかしなが
ら， 36%の学生が移行期にあるという事態は深裂であるつより精度の言I¥;、方法でストレス反
むを評錨し，実体をより正確に把握する必要があると思われる。
摂食費害傾向
EAT 得点は， 20点以上で摂食霞害領向があ
ると軒並足される仁図 2~二度数分和国を示し
たり 20点以上の学生は 23%にも上る c 質問
紙j去を集司実施したため 精度は抵いと考えら
れるむしかしながら，正確な診新を行った場合
の調査では，有病率が，ほほ 1-4%である
(一大村・吉松， 2000) ことと比べるときわめて
多い数であるといえる c これ辻，近年の摂食障
害の増加傾向を反映しているのであろうか?あ
るいは，本研究の被験者となった集団に特有の
ことであろうか?より詳織な検討が望まれる。
chum形或宅憲司帰属司母への惑構
これら 3尺度の年齢的変化を図 3に示し
たc， churn得点は，高校生までずっと増加し続
け，現在は若干減少している(これちの差は.
対応のある t検定を行ったところ有意味であ
ることがわかった九この減少は，質問紙を実
強した詩期が. 1年生の前期の半ぼであ勺，新
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表2 各尺震の手15)1)高と標準偏差
手均f直 標準偏差
主観的ストレス 2.10 0.50 
す
SCL {号 }~J ‘、 9.28 4.73 
主観的思議!支 7.98 1.99 
EAT 得 占 12.57 9.46 
chum得点 6.77 2.15 
小学5年 {手得点 12.25 3.19 
LOC 得点 10.70 2.83 
chum 得点 7.40 I 2.18 
中学2年 f手{号点
LOC得点 10.50 
chum得点 8.10 
高校2年 母得点 11.47 
LOC 得点! 10;37 
chum得点 7.25 
現 存ー iま得点 12.00 
LOC 得点 i10.54 
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年齢
国3 chum形成，原田帰属，母親との関係尺震の変化
表3 各尺度の年齢ごとの椙関係数
小学 5年生期
SCL t尋点 EAT1尋点 chum得点 母得点 LOC 1-尋，点
chum得点 -0.14 0.01 1 0.04 0.35** 
母 得 占 -0.23* 0.08 0.04 1 0.29** 
LOC t尋点 -0.34** 0.03 0.35** 0.29牢* 1 
中学2年生期
SCL得点 豆ATt尋，在 chum得点 母得点 LOC 得点
chum得点 -0.14 0.11 1 0.08 0.26** 
母 得 占 -0.20* 0.04 0.08 1 0.30本*
LOC t尋点 0.38** 0.02 0.26** 0.30** 1 
中学2年生期
SCL得点 EATt早，存、 chum得点 母得点 LOC t尋点、
chum得点 0.03 0.11 1 0.02 0.37*牢
母 t寺E子 占 -0.09 -0.01 0.02 1 0.04 
LOC得点 -0.34料 0.12 0.37牢* 0.04 1 
現 在
SCL得点 EAT 得点 chum 得点 母得点 LOC 1-尋点
chum得点 0.03 0.08 1 -0.04 0.22* 
母 ?尋 占 -0.03 0.09 -0.04 1 0.14 
LOC t号，点 -0.30** 0.09 0.22* 0.14 1 
*十日関係数は 5%水準で有意{詞観)
**相関f系数;ま 1%水準で有意(雨雲1)
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表4 chum形成，原居場麗，母親との関経の尺度相互の相関係数
椙罷係数 小学5年生期
chum 母得点 LOC 
得点 得点
ィ子l~一 chum得点 1 0.04 0.35料
主J期上 母得点 0.04 0.29料
LOC 得点 0.35料 0.29**
期年当t2了  二 chum 持d 
0.63料 0.04 0.27料
号得点 -0.06 0.74料 0.17
LOC得点 0.24料 0.22* 0.63料
長年F期2 I 品um得点
0.47料 0.02 0.24料
母得点 -0.12 0.64** 0.01 
LOC 1号点 0.3** 0.26件 0.57料
chum得点 0.46料 -0.04 0.21本
王見
在
母?号点 -0.07 0.58** 0.14 
LOC 得点 0.18* 0.19* 0.52料
函4 青年期発達における 3つの
鵠面とストレス反志
中学2年生鶏
chum 母得点 LOC 
存点 得点
0.63料 -0.06 0.24** 
0.04 0.74料 0.22キ
0.27林 0.17 0.63料
1 0.08 0.26林
0.08 1 0.3料
0.26料 0.30料 1
0.6料 0.01 0.24料
-0.05 0.69料 0.04
0.28料 0.20* 0.7料
0.55料 -0.07 0.13 
。 0.57** 0.14 
0.24料 0.20* 0.58料
高校2年生窮 現 在
chum 母書点 LOC chum 母得点 LOC 
得点 得点 再点 fず日よJ人r 
0.47料 -0.12 0.3料 0.46耕一0.07 0.18* 
0.02 0.64料 0.26料 -0.04 0.58料 0.19ネ
0.24料 0.01 0.57料 0.21ネ 0.14 0.52** 
0.60料 -0.05 0.28料 0.55料 o 0.24* 
0.01 0.69料 0.20本 -0.07 0.57料 0.20*
0.24* 0.04 0.70料 0.13 0.14 0.58料
1 -0.02 0.37** 0.68料 0.04 0.28料
-0.02 1 0.04 1-0.03 0.82** -0.02 
0.37林 0.04 0.24* 0.16 0.76料
0.68料 -0.03 0.24* -0.04 0.22* 
0.04 0.82料 0.16 -0.04 1 0.14 
0.28料 -0.02 0.76** 0.22* 0.14 
料梧関係数は 1%水準で有意
火拒関語数iま5%水準で有意
しい友人がまだできていない時期であったためかもしれな
し、。
LOC得点は， 4つの時期を通じてほとんど変わってい
ない(対正、のある t検定でも有意な差は見いだされなか
った九号得点は，小学生から中学生にかけて低くなり，
高校生から現在にかけて高くなっている。母得点辻，母親
への肯定的な感情を示しており，中学生にな持母親への否
定的な感清が高まるが 短大に入学した時点で母親を肯定
的に見るようになったと考えられるc この変化は，患春期・青年期における母親への“反抗H
や，母親との葛藤を示していると考えられる。
chum形成司原因帰属宅母への感需の尺震椙互の関係
表 3に，これら 3尺度と， SCL， EAT得点との梧関係数，ならびにこれら 3尺度開の相互
梧関係数を，年齢ごとに示した。また，表 4~こ iま， 4つの時期の 3尺変の相互相関を示したc
chum得点と号得点はどの年齢層でも有意な相関が見られなかった。母得点と LOC得点は，
小中学生期においてのみ有意な相関が見られたo LOC得点と chum得点はすべての年齢層
で，宥意に相関したc 相関分析であるので，国果関係の評価は難しいが， chum形成や母との
関係が良好であると，内的原因婦属が高くなると考えられる。また，内的原因婦嵩が高いと，
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chum形成がうまくいくようだ。しかしながら 漂菌婦屠の傾向は母との関係には影響しない
ようだ。一つ時期をずらした尺度開の相関係数を比較すると，この傾向は明確になる。つま
り， chum得点と母得点は，次の時期の LOC得点とよく相関する。さらに， LOC 得点は，
次の時期の chum得点とはよく相関するが母得点とは相関しないG
全般的ストレス，摂食障害領向と 3つの尺度
chum得点は SCL得点とは有意に椙関しなかった。母得点は，小学生期と中学生期のみ現
在の SCL得点と有意に相関したむ過去と現在の LOC得点はすべて，現在の SCL得点と有
意に桔関した。
EAT得点辻， chum得点，母得点， LOC得点とは有意に相関しなかった。
考察
対象となった女子短期大学生のなかに，全殻的ストレス (SCL得点)や摂食障害f頃向 (EAT
得点)の高いものが多くみられた。これらの質問紙辻，あくまでもスクリーニングのためのも
ので，そこでの高得点が必ずしも現実の障害につながるものではないが，ここで，示された数
字は高いもので，現代の女子短期大学生が，心身に隷々な問題を抱えていることも事実であろ
う。今後，より稽密な評伍を行い，その結果によっては，なんらかの支援を検討する必要があ
るむ
SCL得点と EAT鐸点に有意な桔関はみられなかった。 SCLは ストレス反応のなかでも
身体的反応、をよく示すと言われている。他方 EAT-26は摂食障害の症状の有無を調べるも
ので，仔動上の問題を示す。すなわち，心身の問題のことなった側面を示しているため，相慢
が高くなかったのかもしれない。
思春期以隆の自我発達の重要な 3つの側面について検討した。内的原因婦属については，
年齢的変化辻見られなかった。 chum影或に関しては，年童舎が高くなるにしたがって，親密な
友人が増加する積向が見られた。母との関係については 中学生期・高校生期における否定的
感情の高まりがみられた。女性の人格発達に特徴的な 思春期・青年期における母との“葛藤
と和解"の過程が見いだされたといえる。しかしながら その退程が青年期女性の心身の撞康
にどう関わるのかまでは分析できなかった。今後，より詳結な研究計画と分析が期持される c
自我発達の 3つの鱒面と，現在の心身の問題について検討した。摂食障害預向は，これら
の3つの側面と直接的な関係は見いだされなかった。この点については 各尺震の灘定の方
法を含めて，再検討を行う必要があろう。
全般的なストレス反応については 自我発達との関係がいくつか見いだされた。要約すると
次のようになる(図4参照)0LOC得点と SCL得点は有意な負の相関を示した。つまり，内
的原因帰屠とストレス反応の強さが，負に栢関する。したがって，自分がさまざまな出来事を
コントロールできるという認知はストレスを緩請し，それができないという認知はストレスフ
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ルな影響を人間に号える c この結果は，原因帰罵や自己効力惑と適応行動に関する従来の研究
結果に合致するものであるつ
小学生・中学主の時期の母得点は， SCL得点と梧関するが，その授の母得点は相関しな
~ )すなわち，青年期初期までの母親への肯定的感清や人間関係が良好であると，成長してか
らの全般的なストしスはすくなる c しかし成長してからの母子関係は，ストレスに亘接影響し
ないようであるりしたがって，青年期初期までの母子関係が，ストレス;こ対する耐性などを形
成していると考えちれるつつまり，或長してからの構神保健にとって，青年期初期まで、の母子
関孫は重要な枠割りを果たすといえる c
chum得点は， SCL得点と一貫して棺関しなかった c 長尾 (1997) は，前青年期の chum
形成が，青年期の自我発達上の危機に強く影響を夏ぼすと述べている。告我発達上の危機が強
ければ，それがさまざまなこころの問題を引き起こす可龍性も高いが，本研究で検討した変数
では，それは見いだされなかった/今後，より詳しく検討していく必要がある c
次に，自我発達の 3つの開面の桔互の関係について検討したc 内的原因培嵩の感覚 (LOC
得点)と，母への肯定的感情(母得点). chum関係 (chum得点)に有意な相関が見られ
た。過去の母得点.chum得点が，次の時期の LOC得点と桔関する。したがって，母得点-
chum得点が， LOC得点に影響すると考えられる。つまり，母や友人との関係が良好だと，
内的涼国培属の感覚を高める，少なくとも低下させないという影響を及ぼすc その逆について
みると，過去の LOC得点は次の時期の chum得点と桔関するが，母得点とは相関しないっLOC
得点が高いと， chum得点を高めるが，母得点には影響しなし~つまり，内的東西場属の感覚
が高い仏、ろんな意味で自己の行動に自信がある)と， chum芳三或が{足進されるが，母親との
関係はそのようなことと辻関係がなさそうである己
青年期の適正、行動にとって，さまざまな対人関採が重要な役暫を果たすといえるが，それは
内的原因婦屠に代表されるような認知に媒介されていると考えられる。したがって，臨床的場
面では，認知の水準の発達を促すことが重要になってくるむしかし，そのためには，認知の直
接的な変容を日的とするぜかりでなく，対人関係の水準での関わりが必要になるむこの知見辻
認知療法など，認知の変容を志向した心理療誌の方法論にある種のヒントを与えるものである
としミえよう。
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